
平成２０年度振興公社決算報告

今月の表紙　 青葉幼稚園運動会　～ よーいドン！元気いっぱいに走った運動会 ～

温故知新

写真は故郷を伝える

豊永　野宮 貞市さん

初夏をつげるクリンソウ　２０万本のピンク色の花が咲き誇る

第５次津別町総合計画　基本構想（案）に対する『意見募集』及び意見交換会を実施



別
清
掃
業
務
14

施
設
、
施
設
管

理
業
務
12
施

設
、
公
園
管
理

業
務
８
施
設
、

公
衆
浴
場
管
理

業
務
、
と
当
初

の
計
画
通
り
事

業
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

こ
れ
ら
業
務

を
行
う
に
あ
た

り
、
清
掃
事
業

10
人
、
施
設
管

理
事
業
17
人
、

公
園
管
理
事
業

15
人
、
公
衆
浴

場
管
理
事
業
２

人
、
グ
レ
ス
テ

ン
ス
キ
ー
場
２

人
、
総
務
３
人

の
計
49
人
の
執

行
体
制
で
業
務

を
行
い
ま
し

た
。

グ
レ
ス
テ
ン
ス
キ
ー
事
業
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
５
月
１
日
〜
10
月
31

日
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
及
び

夏
休
み
期
間
中
の
営
業
と
し
、
営
業
日

数
87
日
で
、
利
用
者
人
数
は
１
４
８
８

人
（
前
年
度
１
４
２
９
人
）
と
前
年
を

若
干
上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

21
世
紀
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
の
使
用
料

金
徴
収
業
務
事
業
も
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
５
月
１
日
〜
10
月
31
日
ま
で
の

毎
日
営
業
を
行
い
利
用
者
数
（
宿
泊
、

日
帰
り
を
含
む
）
は
２
９
３
２
人
（
前

年
度
３
２
２
１
人
）
と
前
年
を
大
き
く

下
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
要
因
と

し
て
は
、
こ
の
間
の
燃
料
の
高
騰
等
で

札
幌
や
網
走
管
外
の
集
客
が
減
っ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

公
共
施
設
の
清
掃
・
管
理
事
業
に
つ

い
て
は
、
日
常
清
掃
業
務
８
施
設
、
特

平
成
12
年
７
月
の
設
立
か
ら
８
シ
ー

ズ
ン
目
を
迎
え
た
今
期
は
平
成
15
年
８

月
に
登
録
さ
れ
た
「
道
の
駅
」
に
よ
る

収
客
増
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
ガ
ソ
リ
ン
の
高
騰
と
景
気
の
後
退

に
よ
り
、
大
変
苦
戦
を
い
た
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
管
理
事
業
の
部
門
で
は
、

物
産
館
や
周
辺
施
設
の
受
託
物
件
は
前

年
同
様
で
す
。

一
方
、
費
用
面
で
は
、
極
力
人
件
費

を
抑
え
、
支
出
面
の
抑
制
と
効
率
的
な

運
営
を
図
り
な
が
ら
施
設
使
用
料
（
年

間
１
２
０
万
円
）
を
支
払
い
、
営
業
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
税
引
前
当
期
利
益
は
２

６
４
万
円
、
法
人
税
な
ど
の
税
額
を
差

し
引
い
た
当
期
純
利
益
は
、
１
８
６
万

円
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
農
産
品
販
売
】

「
相
生
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
・
農

産
部
」
に
よ
る
緑
葉
野
菜
や
花
卉
な
ど

の
販
売
は
盛
況
で
し
た
が
、
課
題
で
あ

る
冬
期
間
及
び
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て

商
品
の
品
薄
感
を
な
く
す
こ
と
に
引
き

続
き
改
善
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
利
用
し

た
ア
ス
パ
ラ
栽
培
は
、
収
穫
も
順
調
に

推
移
し
て
い
る
ほ
か
、
14
年
度
か
ら
取

り
く
ん
だ
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
栽
培
も
、

本
格
的
な
収
穫
を
目
指
し
て
移
植
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
新
た
な
加

工
品
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
そ
ば
・
豆
腐
の
販
売
】

そ
ば
に
つ
き
ま
し
て
は
、
例
年
通
り
の

生
産
を
行
っ
た
と
共
に
、
新
た
な
顧
客
を

獲
得
。

豆
腐
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
課
題
と
さ

れ
て
い
た
豆
腐
製
造
機
械
の
導
入
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
は
、
手
作
り
の
味
、
風
味

等
の
改
良
に
努

め
、
顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
研
究
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

【
施
設
の
管
理
委
託
業
務
と
職
員
配
置
】

公
共
施
設
の
管
理
業
務
は
、
職
員
や

管
理
人
に
よ
る
日
々
の
巡
回
、
清
掃
、

草
刈
り
な
ど
環
境
保
全
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

ま
た
職
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
そ

ば
・
豆
腐
製
造
販
売
部
門
で
は
現
行
４

人
体
制
の
ほ
か
に
平
均
２
人
の
パ
ー
ト

職
員
を
配
置
、
他
の
部
門
で
は
パ
ー
ト

職
員
１
人
を
含
む
２
人
で
対
応
し
て
い

ま
す
。

�

 

�

�

�

�
� �

貸　借　対　照　表津 別 町
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貸　借　対　照　表

（平成２１年３月３１日現在） 単位：千円

（平成20年４月１日から平成21年３月３１日まで）

単位：千円
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生
振
興
公
社

津
別
町
振
興
公
社

津 別 町
振興公社

相 　 生
振興公社



また、策定審議会では、暮らしづくりに関す

る６つの部会及び地域づくりに関する３つの部

会に分かれて、各専門分野の実行計画策定の調

査検討作業も平行して進められています。潜在

力を活かし可能性へ挑戦することを重視した今

回の計画づくりは、課題解決のための方策をは

じめ、施策の進め方やその担い手、運営方法な

どを具体化していくための検討作業です。

さらに、戦略プロジェクトチームの調査検討

作業も進められています。戦略プロジェクトは、

中心市街地の活性化・地場産業の活性化・まち

づくりセンター構想の３つで、第１回目のチー

ムの会議が６月１日に開催され、７月末を目途にその具体的事業プログラムの作成を目指しています。

この専門分野別の課題に関する部会討議及び戦略プロジェクトチームの調査検討結果については、８月に開催

の策定審議会で発表される予定となっています。

津別消防署では、妊婦の方の出産へ

の不安を少しでも解消するため、事前

に登録した妊婦を緊急時に救急車で、

近隣のかかりつけ病院に搬送する「妊

婦エントリーネット119」の登録を受

付しています。

■登録手続き 津別消防署に「妊婦事

前登録者情報届出書」を提出し、登

録します。

■登録問い合わせ先

津別消防署 †７６－２１８９

※新指令システムに情報を登録するこ

とにより、さらに安心が増します。

１２月から津別町全ての１１９番通報が美幌消防署通信指
令室につながります

津別町、美幌町共同で消防・救急業務を行う美幌・津別広

域事務組合では、高機能消防通信指令システムを導入します。

このシステムは、火災、救急、救助活動などを迅速かつ的確

に行うためのもので、現在津別消防署で受理している町内す

べての１１９番通報は、平成２１年１２月から美幌消防署通信

指令室で受理します。

通報を受けてから現場到着までの一連の業務が自動システ

ム化され、一刻も早い現場到着が可能になります。これから

も、救急車や消防車の要請は１１９番に通報してください。

なお、出動車両はこれまでどおり、津別消防署から出動し

ます。

美幌・津別広域事務組合への個人情報の提供について

津別町では、通信指令業務の統合、高機能化に伴い、住所、氏名等の住民基本台帳に登録された個人情

報を、定期的に美幌・津別広域事務組合に提供することとしました。これは、個人の生命や財産を守るた

めに緊急な状況の中、事前に情報を提供することが公益上必要であると判断したものですが、個人情報保

護条例の規定に基づき、津別町情報公開・個人情報保護審査会の意見を聴いた上で、行うこととしました。

また、個人情報保護条例では、情報を提供したときには、個人にお知らせすることとなっておりますが、

情報の対象者が全町民になっていることから、広報でお知らせいたします。

登録しませんか！妊婦エントリーネット１１９（妊婦事前
登録者情報届出）

通信指令室施設の概要、１１９番通信指令業務の共同運用の詳

細は、広報１０月号、１１月号でお知らせします。

分かりました。事前登録されている
新町１丁目の消防花子さんですね。
掛かり付けは○○病院ですね。直ち
に救急車を出動させます。

エントリーネット
119に登録している
新町1丁目の消防花
子ですが、救急車
お願いします。

安心して、元気な赤ちゃんを産

みましょうね

119番通報
救急出動

大丈夫ですか？掛かり付け
病院に現在の状態を連絡し
ますから頑張って下さい。

出動指令

病院搬送

妊婦事前情報登録者

救急車

美幌消防署

掛かり付け　○○病院

津別町総合計画策定審議会において

基本構想(案)に対する

『意見募集』及び『意見交換会』を実施
６月１７日に第１２回策定審議会が開催され、基本構想（素案）の内容の審議と基本構想に対する町民意見募

集の取り組み及び意見交換会の実施について議論が行われました。

基本構想については、部会討議において寄せられた多数の意見を反映した修正補強結果に基づき審議が行われ、

基本構想（案）の内容の方向が承認されました。

この基本構想(案)に基づいた＜概要版＞を全戸に配付し、より多くの町民の皆様のご意見を計画に反映して行

くために、７月１日から２７日までの期間において意見募集を

行うことになりました。また、審議会では、町民の方々との意

見交換会を実施することとしました。開催場所及び日時は次の

とおりです。審議会では、多数の町民の皆様のご参集を呼びか

けています。

【次回の第１３回策定審議会(町民意見交換会)について】

日　時：平成２１年７月１３日（月曜日）１８：３０～　　場　所：津別町中央公民館

公開開催の策定審議会です。７月は町民意見交換会形式で開催します。町民皆様の多数のご来場をお待ちしております。なお、こ

れらの計画づくりの概要などについては、引き続き広報や町のホームページに掲載していくこととしております。

問い合わせ先：総合計画策定審議会事務局　†７６－２１５１内線２４１

津別町中央公民館　　　　　７月１３日（月）１８：３０～

活汲地域農業研修センター　７日１０日（金）１８：３０～

本岐地域農業研修センター　７月１４日（火）１９：００～

相生公民館　　　　　　　　７月２１日（火）１８：３０～

〔意見交換会の開催日時・場所〕



津
別
観
光
協
会
の
主
催
で
津
別
峠
開
き
と
交
通

安
全
祈
願
祭
が
５
月
29
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
商

工
会
や
網
走
南
部
森
林
管
理
署
、
津
別
警
察
官
駐

在
所
、
交
通
安
全
協
会
、
郵
便
局
な
ど
の
関
係
者

が
出
席
し
て
、
訪
れ
る
皆
さ
ん
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
23
日
に
は
、
毎
年
恒
例
と
な

っ
た
郵
便
局
員
に
よ
る
展
望
施
設
の
清
掃
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
風
も
冷

た
く
肌
寒
い
中
、
町
内
の
各
郵
便
局
の
職
員
ら
が

参
加
し
、
窓
ガ
ラ
ス
窓
ガ
ラ
ス
や
壁
、
イ
ス
や
テ

ー
ブ
ル
な
ど
６
ヶ
月
の
汚
れ
を
丁
寧
に
拭
き
取
っ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

は
今
年
で
６

年
目
で
、
関

係
者
か
ら
は

大
変
喜
ば
れ

て
い
て
、
多

く
の
観
光
客

の
訪
れ
を
期

待
し
ま
す
。

６月４日、美幌歯科医師団津別歯科代表の白木雅之さんが

歯の衛生週間にあわせ４２７本の歯ブラシを寄贈しました。

昭和59年から続いている歯ブラシの寄贈は例年、小学生を

対象に寄贈を行ってきたましたが、今年発生した新型インフ

ルエンザの関係で、中学生の歯の検診が行われないことから

中学生分の寄贈も行われました。

６月８日には、津別ライオンズクラブ（布瀬勝明会長）よ

り教育委員会へ『アジャタバスケット（玉入れ用具一式）』

の寄贈をいただきました。今回の寄贈は当クラブ創立45周

年を記念して行われたもので、受け取った阿部教育長は「放

課後児童クラブの子どもたちや、高齢者の人たちのために使

わせていただきます」と感謝の言葉を述べました。

津
別
峠
開
き
で
安
全
祈
願

郵
便
局
員
に
よ
る
施
設
清
掃
も
行
わ
れ
る

「将来ある子ども達のために」

町へたくさんの寄贈をいただきました

夜
間
防
犯
パ
ト
ラ
イ
ト
が
ス
タ
ー
ト

空
き
巣
や
不
審
者
か
ら
地
域
を
守
る

６
月
21
日
、
上
里
に
あ
る
町
民
の
森
自
然
公
園
で

第
４
回
ク
リ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
（
津
別
観
光
協
会
主
催
）

が
行
わ
れ
多
く
の
来
場
者
が
20
万
本
の
鮮
や
か
な
ピ

ン
ク
の
花
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

元
役
場
職
員
で
ク
リ
ン
ソ
ウ
の
繁
殖
に
努
め
る
但

野
勝
さ
ん
の
尽
力
に
よ
り
昨
年
よ
り
群
生
地
が
広
が

り
、
散
策
コ
ー
ス
も
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
佐
藤
久
哉
観
光
協
会
会
長
は
、「
開
花

時
期
が
短
く
ま
つ
り
の
時
期
設
定
が
難
し
い
で
す
。

で
も
そ
れ
ほ
ど
貴
重
で
す
ば
ら
し
い
花
な
の
で
１
日

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。

今
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
景
気
後
退
な
ど

に
よ
り
昨
年
ほ
ど
客
足
は
伸
び
な
か
っ
た
も
の
の
、

訪
れ
た
人
た
ち
か
ら
は
「
き
れ
い
だ
ね
」
と
い
っ
た

声
が
多
く
聞
こ
え
、
津
別
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
す
っ

か
り
定
着
し
ま
し
た
。

６月１８日、津別町字双葉の網走川河川敷地で大地

と海をつなぐ植樹（網走漁業協同組合・西網走漁業協

同組合主催）が行われました。この活動は自然環境の

保全と回復に努め、豊かな自然を未来へ残すことの大

切さと海と山に関わる人たちの共生を目的として、漁

業組合としては８年目の活動になります。挨拶に訪れ

た佐藤副町長は「大きく育つ木になるよう心を込めて

皆さんと植樹を行いたい」と言葉を述べました。

その後、町民や漁業組合関係者約80人が広葉樹２５

０本の植樹を行い、３０分ほどで植樹は終了しました。

海
に
栄
養
を
も
た
ら
す
自
然
を
守
る

漁
業
関
係
者
が
植
樹
を
行
う
！

８
３
０
本
の
苗
で
絵
を
描
こ
う

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
花
壇
を
彩
る

６
月
５
日
、
中
央
公
民
館
裏
駐
車
場

で
建
設
業
協
会
と
建
設
業
振
興
会
に
よ

る
夜
間
防
犯
パ
ト
ラ
イ
ト
点
灯
運
動
の

出
陣
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動

は
、
夜
間
に
お
け
る
空
き
巣
及
び
不
審

者
等
に
対
し
て
の
防
犯
活
動
及
び
交
通

安
全
啓
蒙
活
動
と
し
て
３
年
前
か
ら
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
６
月
か
ら
９

月
末
ま
で
毎
週
日
曜
日
の
午
後
９
時
か

ら
約
１
時
間
に
わ
た
り
町
内
10
ヶ
所
で

赤
色
灯
を
点
灯
し
地
域
の
安
全
を
守
り

ま
す
。
出
陣
式
で
津
別
警
察
官
駐
在
所

の
守
山
所
長
は
「
津
別
の
安
全
の
た
め

に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
何
か
あ
っ
た
と
き
は
警
察
を
巻

き
込
ん
で
対
処
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

「
花
壇
に
絵
を
描
こ
う
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
津
別
小

学
校
５
年
生
の
後
藤
颯
さ
ん
が
描
い
た
デ
ザ
イ
ン

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
６
月
６
日
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
花
壇
で
受
賞
式
と
花
の
苗
植
え
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ア
ゲ
ラ
タ
ム
、
ベ
コ

ニ
ア
な
ど
計
８
３
０
本
の
苗
を
使
っ
て
、
３
つ
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
模
っ
た
中
に
「
つ
べ
つ
」
と
描

か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。

４
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
津
別
小
学
校
と

活
汲
小
学
校
か
ら
24
点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
優
秀
賞
に
前
田
愛
佳
さ
ん
（
活
汲
小
３
年
）、

工
藤
未
唯
さ
ん

（
活
汲
小
３

年
）
、
仲
田
一

葉
さ
ん
（
津
小

４
年
生
）
、
笹

本
梨
真
さ
ん

（
津
小
３
年
）

が
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
し
ま
し
た
。

初
夏
を
つ
げ
る
ク
リ
ン
ソ
ウ

20
万
本
の
ピ
ン
ク
色
の
花
が
咲
き
誇
る

町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
し
た
体

力
測
定
回
が
５
月
30
日
、
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

参
加
し
た
の
は
町
内
の
水
泳
・
サ

ッ
カ
ー
・
バ
レ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
や
一
般
参
加
の
子
ど
も
62
人

が
、
握
力
や
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、

反
復
横
跳
び
や
立
ち
幅
跳
び
な
ど
６

種
目
を
力
い
っ
ぱ
い
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
普
段
か
ら
体
を
鍛
え
て
い
る
子

ど
も
達
は
各
種
目
を
軽
々
と
こ
な
し

て
い
ま
し
た
。

こ
の
測
定
会
は
秋
に
も
行
わ
れ
る

予
定
で
、
今
回
の
結
果
と
比
較
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

少
年
少
女
体
力
測
定
会
に
62
人
が
参
加

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮

津
別
町
街
並
づ
く
り
推
進
会
議

（
佐
藤
久
哉
会
長
）
に
よ
る
国
道
、
沿

道
の
花
壇
の
苗
植
え
が
６
月
15
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
商
店
街
の
人
た
ち

は
、
サ
ル
ビ
ア
（
赤
）、
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
（
黄
）
約
８
０
０
０
本
の
苗
を

丁
寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
沿
道
に
は
サ
ル
ビ
ア
（
赤
）、

ア
ゲ
ラ
タ
ム
（
紫
）、
ベ
コ
ニ
ア
（
赤
）

を
植
え
た
木
製
の
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク

ス
65
個
、
フ
ラ
ワ
ー
バ
ケ
ッ
ト
28
個

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

作
業
は
９
時
30
分
が
始
ま
り
午
前

中
に
終
わ
り
、
花
は
道
行
く
人
に
元

気
を
与
え
目
の
保
養
に
も
な
り
、
心

を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
の
街
づ
く
り

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
が
街
を
彩
る



ふ
る
さ
と
探
訪
ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
会
を
開
催

自
然
を
感
じ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

津
高
祭
を
よ
り
盛
大
に

高
校
生
に
よ
る
廃
品
回
収

新
緑
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
歩
き
、
心
身
の
健
康
を
鍛
え
る
取
り
組

み
と
し
て
第
１
回
ふ
る
さ
と
探
訪
ふ
れ
あ

い
歩
こ
う
会
が
６
月
20
日
、
相
生
開
拓
か

ら
相
生
物
産
館
ま
で
の
道
の
り
約
４
キ
ロ

を
14
人
が
休
憩
を
は
さ
み
な
が
ら
１
時
間

か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

当
日
の
天
候
は
快
晴
で
散
策
に
最
適
な

日
和
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
歩
き
始
め
た
丘
は
少

し
風
も
強
く
て
肌
寒
か
っ
た
で
す
。
相
生

の
市
街
地
を
ゆ
っ
く
り
見
る
こ
と
は
め
っ

た
に
な
か
っ
た
の
で
い
い
経
験
が
で
き
ま

し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

相
生
物
産
館
に
到
着
し
た
参
加
者
達

は
、
食
事
や
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

６
月
12
日
、
防
災
の
中
核
的
存
在
で
あ
る
消

防
団
員
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、
地
域
へ
の
消

防
団
活
動
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
の
協
力
や
、

消
防
団
員
を
２
名
以
上
雇
用
し
て
い
る
な
ど
の

基
準
に
よ
り
、
地
域
へ
の
社
会
貢
献
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
を
評
価
し
て
「
消
防
団
協
力
事
業

所
表
示
制
度
」
に
よ
り
、
津
別
町
で
は
津
別
町

農
業
協
同
組
合
が
認
定
第
１
号
と
し
て
、
佐
藤

多
一
町
長
（
美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合
副
管

理
者
）
か
ら
山
下
邦
昭
組
合
長
へ
表
示
証
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
消
防
団
と
事
業
所
の

連
携
、
協
力
体
制
の
一
層
の
強
化
、
消
防
、
防

災
体
制
の
充
実
強
化
な
ど
の
推
進
が
図
ら
れ
ま

す
。

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

消
防
団
員
活
動
へ
の
理
解
、
協
力
を

６月１３日、この日は朝から肌寒い一日でしたが、午

前８時３０分から津別高校生徒会（池田弘樹会長）３７人

と教職員１５人が５班（トラック）に分かれて、町内の

住宅や商店の前に出された新聞、雑誌、アルミ缶、牛乳

パックなどを回収し、協力して頂いた方へお礼のチラシ

を配布して、次々とトラックに積み込みを行いました。

今年の第５２回津高祭は、７月１８日（土曜日）・１９

日（日曜日）の２日間に渡って開催が予定されています。

今回、廃品回収で得た資金などで、７月１９日のパレー

ド終了後、夜９時頃から津高グランドで花火が打ち上げ

られます。

●新しい保険証（被保険者証）に変わります。更新は７月２３日からです。

医療機関での窓口負担の割合は、「一般の方は1割」「現役並み所得者の方は３割」となります。新
しい保険証は、平成20年中の所得に基づいて、平成21年８月から平成22年７月までの窓口負担の割
合が「一部負担金の割合」欄に記載されます。

《医療機関での窓口負担（一部負担）の割合について》

現在ご使用いただいています保険証は、平成21年７月31日をもって有効期限が満了とな
りますので、８月以降はご使用が出来なくなります。７月中に新しい保険証に更新します
ので、役場担当窓口までお越しください。更新日程は１１ページをご覧ください。
なお、新しい保険証は有効期限が平成23年７月31日までの２年間となり、用紙の色も青
色から黄色に変わります。

《３割負担になる方（現役並み所得者）》

長寿医療制度のお知らせ

住民税課税所得が145万円以上ある加入者（被保険者）とその方と同じ世帯の加入者（被保険者）
の方は、医療機関での窓口負担の割合が３割負担（現役並み所得者）となります。ただし、次に該
当する方は、役場担当窓口にて申請することにより、１割負担になります。

75歳以上の方と65歳～74歳で一定の障がいのある方が対象

※一部負担金の割合（１割・３割）は、有効期限内でも所得や世帯構成の変更により、再判定となります。

再判定により、一部負担金の割合が変更になる場合には、新しい保険証をお渡ししますので、ご了承下さい。

※原則として、申請日の属する月の翌月から適用されます。（例：平成21年８月15日に申請

→平成21年９月１日から適用）

後期高齢者医療制度

↑

８
月
よ
り
新
し
く
な
る
保
険
証
（
見
本
）

先
の
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
津
別
町
出
身
者

１
７
５
柱
の
殉
公
者
追
悼
式
が
６
月
15
日
、
幸

町
の
平
和
の
碑
前
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
遺
族
、
関
係
者
82
人
が
参
列
し
、

黙
と
う
と
君
が
代
斉
唱
の
後
、
式
典
委
員
長
で

あ
る
佐
藤
多
一
町
長
よ
り
「
大
戦
か
ら
学
ん
だ

尊
い
教
訓
を
生
か
し
、
世
界
の
平
和
の
た
め
に

日
本
が
積
極
的
に
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
、
大

儀
に
殉
じ
た
皆
様
に
報
い
る
こ
と
で
す
。
故
郷

津
別
に
お
い
て
は
、
お
互
い
が
声
を
掛
け
、
挨

拶
の
し
あ
え
る
明
る
い
町
づ
く
り
に
精
励
努
力

し
ま
す
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
北
海
道
知
事
（
代
読
）、
北
海
道
連
合
会
遺

族
会
長
（
代
読
）、
鹿
中
順
一
町
議
会
議
長
の

慰
霊
の
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
参
列
者
に
よ
っ

て
献
花
が
行
わ
れ
、
平
和
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

恒
久
の
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

平
和
の
碑
前
で
殉
公
者
追
悼
式

今まで使っていた保険証（青色） 新しい保険証（黄色）



《高額療養費》

１か月の医療費の自己負担が限度額を超えたと

き、超えた額が高額療養費として支給されます。

医療機関でお支払いいただく自己負担限度額は、

次のとおりです。

●減額認定証に関わる医療機関でのお支　

払いについて

●住民税非課税世帯の方で昨年度申請をされた方を対象に新しい減額認定証（限度　

額適用・標準負担額減額認定証）をお渡しします。更新日は７月２３日からです。

減額認定証は、住民税非課税世帯の方が入院した際の医療費や食事代などの自己負担限度

額を軽減するために必要なものです。

現在ご使用いただいています減額認定証は、平成21年７月31日をもって有効期限が満了と

なりますので、８月以降はご使用が出来なくなります。７月中に新しい減額認定証に更新しま

すので、役場担当窓口までお越しください。更新日程は１１ページをご覧ください。

なお、新しい減額認定証は、用紙の色が緑色から橙色に変わります。

※現役並み所得者の外来＋入院の１％とは、「医療費総額－２６７,０００円の１％」です。また、（ ）内　の金額は、多数該当

（過去１２か月に３回以上高額療養費の支給を受け、４回目以降の支給に該当）の場合の自己負担限度額です。

75歳到達月の負担が調整されます

月の途中に、75歳の誕生日で加入する方
は、自己負担限度額が通常月の２分の１に
調整されます。
・１日生まれの方は、影響がないため対象
となりません。

・一定の障がいがあることにより７５歳以
前から、すでに長寿医療制度に加入して
いる方も対象となりません。

●「高額医療・高額介護合算療養費制度」について

問い合わせ先
北海道後期高齢者医療広域連合　†０１１－２９０－５６０１

役場　後期高齢者医療担当　†７６－２１５１　内線２２８・２２９

通常、毎年８月からその翌年の７月末まで

の医療保険と介護保険の自己負担額の合計を

もとに計算します。

なお、平成２０年４月から制度が開始された

ため、平成２１年度に限り、平成２０年４月か

ら平成２１年７月末の１６か月間の合計額で計

算することもできます。その場合の自己負担

額の合計の基準額は、（ ）内の金額です。

《新しい保険証と減額認定証を下記の日程で更新します》

日程（土・日・祝日は除きます）

◎持ち物：印鑑と保険証、減額認定証をお持ち下さい。

※減額認定証は、交付されない方もいます。

同じ世帯の加入者（被保険者）の方全員が、１年間に支払われた医療保険と介護保険の自

己負担額の合計が基準額を超えたときは、その超えた金額を「高額医療・高額介護合算療養

費」として支給します。

入院したときは、医療費の自己負担額のほかに、食事代などの標準負担額を支払います。

《入院したときの食事代など》

減額認定証の適用区分が区分

２で、「長期入院該当年月日」欄

に日付が記入されていない方は、

過去12か月の入院日数が90日を

超えた場合、申請により長期入

院該当となり、食事代が軽減さ

れる場合があります。

領収書等で入院日数が判断で

きるものをご用意いただき、役

場担当窓口までお問い合わせく

ださい。
※一部医療機関では、４２０円です。

今まで使っていた保険証（緑色） 新しい保険証（橙色）



津
別
町
字
美
都
の
「
農
家
に
生
ま
れ
、

幼
い
頃
は
農
業
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
」

と
語
っ
て
く
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ

マ
ン
の
野
宮
さ
ん
。

昭
和
34
年
、
北
海
道
立
津
別
高
等
学

校
を
卒
業
後
は
、
丸
玉
産
業
㈱
に
就
職

し
42
年
間
勤
務
し
、
平
成
13
年
、
60
歳

で
定
年
退
職
し
現
在
に
至
る
。

写
真
を
始
め
た
の
は
「
25
歳
の
頃
で

高
校
の
恩
師
が
、
津
別
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ

を
結
成
し
て
、
撮
影
会
、
例
会
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
切
っ
掛
け
で

す
」
と
語
し
て
く
れ
た
。

「
モ
ノ
ク
ロ
（
白
黒
）
写
真
が
主
で
、

自
分
で
現
像
、
焼
き
付
け
を
行
い
、
出
来

上
が
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と
話
る
。

こ
れ
ま
で
、
旧
国
鉄
の
北
見
相
生
線

（
昭
和
60
年
４
月
１
日
廃
止
）、
か
か
し
、

平
成
16
年
11
月
、
津
別
町
中
央
公
民
館

の
会
場
で
行
わ
れ
た
写
真
展
「
こ
こ
が

お
れ
の
里
・
哀
惜

あ
い
せ
き

」
で
は
、
離
農
で
住

む
人
も
い
な
く
な
っ
た
廃
屋
、
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
農
機
具
、
廃
校
に
な
っ
た

校
舎
な
ど
長
き
に
わ
た
り
撮
り
続
け
、

悲
壮
感
漂
う
写
真
は
多
く
の
方
か
ら
反

響
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
板
に
写
真
を
貼

る
独
特
の
展
示
方
法
も
、
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。

写
真
展
は
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い

て
、
本
年
５
月
、「
チ
ミ
ケ
ッ
プ
・
四
季

採
光

さ
い
こ
う

」
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
見
放
送
局
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
、「
神
秘
の
湖
・
チ
ミ
ケ
ッ
プ

慕
情

ぼ
じ
ょ
う

」
は
、
津
別
町
中
央
公
民
館
（
津

別
観
光
協
会
主
催
）
で
開
催
さ
れ
「
今

回
は
、
カ
ラ
ー
写
真
に
挑
戦
し
て
、
チ

ミ
ケ
ッ
プ
湖
の
美
し
い
四
季
と
、
豊
か

な
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
写
真
で
表
現

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
熱
く
語
る
。

上
里
の
ホ
テ
ル
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の

向
か
い
に
あ
る
町
民
の
森
自
然
公
園
に

群
生
し
て
い
る
''ク
リ
ン
ソ
ウ
''の
写
真

も
、
観
光
ポ
ス
タ
ー
に
使
わ
れ
て
い
て

「
私
の
写
真
で
よ
け
れ
ば
、
観
光
ピ
ー
ア

ー
ル
に
自
由
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
」

と
語
さ
れ
た
。

写
真
の
魅
力
を
広
め
た
く
、
地
元
津

別
に
こ
だ
わ
り
、
テ
ー
マ
を
設
け
精
力

的
に
写
真
を
撮
り
続
け
て
い
る
。

のみや　さだいち　さん／昭和１５年５月、津別で生まれる／６９歳／
豊永在住

さ
ん

写
真
は
故
郷
を
伝
え
る

野
宮
　
貞
市

温�

新� 故�
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「
や
め
る
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
」

と
禁
煙
を
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

タ
バ
コ
が
や
め
れ
な
い
の
は
意
志
が
弱

い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ニ
コ
チ
ン
依

存
症
」
と
い
う
脳
の
病
気
だ
か
ら
で
す
。

タ
バ
コ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
に
は
強
力

な
依
存
性
が
あ
る
た
め
で
す
。

<

吸
い
た
く
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム>

①
タ
バ
コ
を
吸
う
と
数
秒
で
ニ
コ
チ
ン

が
脳
に
達
し
「
快
楽
物
質
」
の
ス
イ
ッ
チ

が
入
り
ま
す
。
②
「
快
楽
」
を
伝
え
る
ド

ー
パ
ミ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
脳
は
タ
バ
コ
の

煙
を
お
い
し
い
と
誤
っ
て
認
識
し
ま
す
。

③
ニ
コ
チ
ン
の
作
用
が
切
れ
る
と
脳
は

「
も
っ
と
欲
し
い
」
と
信
号
を
送
り
タ
バ
コ

を
吸
い
た
く
さ
せ
ま
す
。

禁
煙
を
始
め
る
と
、
今
ま
で
摂
取
し
て

い
た
ニ
コ
チ
ン
が
体
か
ら
抜
け
て
き
ま

す
。
こ
の
と
き
、
体
は
ニ
コ
チ
ン
を
渇
望

し
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
な
ど
不
快
な
禁
断
症

状
が
現
れ
ま
す
が
、
禁
煙
補
助
薬
（
ニ
コ

チ
ン
パ
ッ
チ
な
ど
）
を
使
う
こ
と
で
和
ら

ぎ
楽
に
禁
煙
で
き
ま
す
。
ま
た
、
禁
煙
外

来
な
ど
で
専
門
家
の
支
援
を
受
け
る
こ
と

も
有
効
で
す
。

禁
煙
の
辛
さ
の
ピ
ー
ク
は
個
人
差
は
あ

り
ま
す
が
、大
体
３
〜
４
日
で
す
。
こ
れ
を

乗
り
越
え
る
と
成
功
の
第
１
歩
。
体
内
の

ニ
コ
チ
ン
の
大
部
分
が
な
く
な
り
ま
す
。

２
〜
３
ヶ
月
で
ほ
ぼ
成
功
、
１
年
続
け

ば
禁
煙
は
完
璧
で
す
。

で
は
、
禁
煙
す
る
と
体
に
ど
ん
な
変
化

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
他
に
も
、
①
朝
の
目
覚
め
が
さ
わ
や

か
に
な
る
。
顔
色
が
よ
く
な
る
。
風
邪
を

ひ
き
に
く
く
な
る
。
ス
タ
ミ
ナ
が
戻
っ
て

く
る
。
②
肌
の
調
子
が
良
く
な
る
。
③
お

金
が
た
ま
る
（
１
日
２
箱
吸
っ
て
い
る
人

だ
と
、
１
年
間
で
約
22
万
円
が
節
約
で
き

ま
す
）
と
良
い
こ
と
づ
く
め
で
す
。

禁
煙
を
お
考
え
の
方
、
町
の
保
健
師
に

是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
自
分
が
育
っ
た
幼
稚
園
で
先
生
と
し

て
働
い
て
い
る
の
が
不
思
議
な
気
分
で

す
」
と
話
す
の
は
今
年
の
４
月
か
ら
青

葉
幼
稚
園
に
勤
務
す
る
中
山
先
生
。

幼
稚
園
教
諭
を
目
指
し
た
の
は
、
お

母
さ
ん
が
保
育
士
だ
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、「
小
さ
い
頃
か
ら
お
母
さ
ん

の
姿
を
見
て
き
て
憧
れ
ま
し
た
。
高
校

の
職
場
実
習
で
保
育
園
を
訪
れ
た
こ
と

で
よ
り
幼
稚
園
教
諭
に
強
い
思
い
を
抱

き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

津
別
中
学
校
、
北
見
商
業
高
校
を
卒

業
後
、
北
海
道
文
教
大
学
の
幼
児
保
育

学
科
を
専
攻
。
子
ど
も
の
発
達
段
階
や

子
ど
も
と
一
緒
に
作
れ
る
お
も
ち
ゃ
の

作
成
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

札
幌
の
保
育
園
で
１
年
職
員
と
し
て
経

験
を
積
ん
だ
後
、
青
葉
幼
稚
園
へ
職
場

を
変
え
ま
し
た
。

最
近
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
札
幌
の
友

達
と
文
通
を
す
る
こ
と
で
「
手
紙
が
届

い
た
時
は
う
れ
し
く
て
、
す
ぐ
返
事
を

書
い
て
し
ま
い
ま
す
ね
」
と
笑
い
な
が

ら
話
し
ま
し
た
。

最
後
に
夢
を
伺
う
と
「
夢
だ
っ
た
幼

稚
園
教
諭
に
な
れ
た
の
で
今
は
こ
の
仕

事
を
楽
し
み
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

夢
だ
っ
た
保
育
士
に
な
れ
て
毎
日
が
楽
し
い
で
す

中
山
　
祐
里
　

さ
ん

なかやま　ゆり さん／昭和62年6月生まれ／津別青

葉幼稚園に勤務／緑町

青  春�青  春�
くろーずあっぷ�くろーずあっぷ�

健康�
いきいき�

タ
バ
コ
を
や
め
る
と
こ
ん
な
に

い
い
こ
と
が
あ
る町

税
の
納
付
は
口
座
振
替

制
度
の
ご
利
用
を

町
の
税
金
は
、
北
見
信
金
津
別
支
店
（
役

場
派
出
所
、
本
店
及
び
各
支
店
）、
網
走
信
金

津
別
支
店
、
津
別
農
協
、
北
洋
銀
行
美
幌
支

店
、
北
海
道
内
全
て
の
郵
便
局
で
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
日
中
は
仕
事
等
で
金
融
機
関
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
』、『
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
』

等
の
方
は
、
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を
お

勧
め
し
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
金

融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て
納

税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
金
融
機
関

に
行
く
手
数
が
少
な
く
、
ま
た
、
納
付
を
忘

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
大
変
便
利
で
す
。

手
続
き
は
、
口
座
振
替
を
す
る
口
座
の
印

鑑
、
預
金
通
帳
と
納
税
通
知
書
を
持
参
し
て

町
内
の
各
金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
て
下
さ

い
。
振
替
口
座
の
変
更
が
な
け
れ
ば
毎
年
手

続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
た
日

に
よ
っ
て
は
、
直
後
の
納
期
限
に
間
に
合
わ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
手
続
き
の
際
に

は
金
融
機
関
に
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

禁煙すると日ごとに病気から遠ざかる7
月
は
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険

税
第
２
期
の
納
付
月
で
納
付
期
限
は
7
月

31
日
（
金
）
で
す
。

口
座
振
替
の
ご
利
用
の
方
は
引
き
落
し

口
座
の
残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。



６
月
中
旬
ま
で
に
平
成
21
年
度

分
の
納
税
通
知
書
（
町
道
民
税
・

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国

民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
）
の
発

送
を
全
て
終
え
て
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
納
税
通
知
書
が
送
付

さ
れ
て
い
た
の
に
、
ま
だ
手
元
に

届
い
て
い
な
い
方
や
不
明
な
点
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
担
当
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
担
当

†
76
｜
２
１
５
１
　

移
動
採
血
車
「
ひ
ま
わ
り
号
」
が

来
町
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

７
月
29
日
（
水
）

場
所
・
時
間

役
場
議
事
堂
前

９
時
30
分
〜

11
時
50
分

役
場
議
事
堂
前

13
時
00
分
〜

14
時
20
分

丸
玉
産
業
前

14
時
40
分
〜

15
時
30
分
　
　

い
し
ば
し
呉
服
店
前

15
時
50
分

〜
16
時
30
分（
時
間
が
延
長
に
な

り
ま
し
た
）

※
当
日
、
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
渡

し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
推
進
担
当

†
76
｜
２
１
５
１

内
線
２
３
２

河
岸
公
園
内
及
び
21
世
紀
の
森

へ
の
ペ
ッ
ト
の
連
れ
込
み
は
、
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
設
内
に
看

板
を
設
置
し
呼
び
か
け
て
い
ま
す

が
、
最
近
、
施
設
内
で
の
ペ
ッ
ト

の
散
歩
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

同
時
に
、
芝
生
に
フ
ン
が
放
置

さ
れ
る
こ
と
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
は
、
そ
こ
に
憩
う
人
た

ち
に
対
し
て
、
大
変
な
不
快
感
と

迷
惑
を
与
え
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
公
園
で
す
。
決
ま
り

を
守
っ
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
で
の
散
歩
に
つ
い
て
も
、

フ
ン
の
始
末
を
必
ず
行
う
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
建
設
課

公
園
担
当
†
76
｜
２
１
５
１

網
走
地
方
気
象
台
で
は
、
毎
年

一
般
の
方
を
対
象
に
施
設
見
学
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

８
月
１
日
（
土
）
10
時
00

分
〜
15
時
00
分

場
所

網
走
地
方
気
象
台
（
網
走

市
台
町
２
丁
目
１
｜

６
）

内
容

施
設
見
学
、観
測
機
器
展
示
、

パ
ネ
ル
展
示
、地
上
気
象
観
測
、

航
空
気
象
観
測
、
地
磁
気
観
測
、

実
験
教
室
な
ど

そ
の
他

雨
天
決
行
（
重
大
な
災
害

が
起
こ
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は

中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先

網
走
地
方
気
象

台
総
務
課

†
０
１
５
２
｜
44
｜
６
８
９
１

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
主
な
支
給
対
象
者

平
成
17
年
４
月
１
日
〜
平
成
21
年

３
月
31
日
の
間
に
お
い
て
、
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻

や
父
母
等
）
が
亡
く
な
る
な
ど
し
た

こ
と
に
よ
り
、
平
成
21
年
４
月
１
日

に
お
い
て
年
金
給
付
の
受
給
権
者
が

い
な
い
場
合
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
特
別
弔
慰

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

１
　
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
方

２
　
戦
没
者
等
の
子

３
　
戦
没
者
等
の
q
父
母
w
孫
e
祖

父
母
r
兄
弟
姉
妹

（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
方
の
う
ち
平
成
21
年
４

月
１
日
に
お
い
て
婚
姻
し
て
い

た
と
し
て
も
氏
が
変
わ
っ
て
い

な
い
方
又
は
同
日
に
お
い
て
遺

族
以
外
の
方
と
養
子
縁
組
し
て

い
な
い
方
に
限
り
ま
す
。）

４
　
右
記
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
q

父
母
w
孫
e
祖
父
母
r
兄
弟

姉
妹

（
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有
し
て

い
な
い
方
や
戦
没
者
等
と
生
計

関
係
を
有
し
て
い
た
が
上
記
３

に
該
当
し
な
い
方
）

５
　
上
記
１
か
ら
４
以
外
の
戦
没
者

等
の
三
親
等
内
の
親
族

（
戦
没
者
の
死
亡
ま
で
引
き
続
く

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。）

支
給
内
容

額
面
24
万
円
、
６
年
償

還
の
記
名
国
債

請
求
期
間

H
21
年
４
月
１
日
〜

H
24
年
４
月
２
日
ま
で

請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
介
護
福
祉
グ
ル
ー
プ

†
76
｜
２
１
５
１
内
線
２
３
３

町
で
は
、
農
作
物
を
鹿
の
食
害
か

ら
守
る
た
め
に
、
防
護
柵
を
町
内
の

各
地
域
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

釣
り
な
ど
で
入
林
が
増
え
る
時

期
で
す
が
、
鹿
柵
の
内
外
を
出
入

り
す
る
と
き
は
門
扉
を
開
け
た
ま

ま
に
せ
ず
、
必
ず
き
ち
ん
と
閉
め

て
い
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
農
政
担
当
　
　

†
76
｜
２
１
５
１

内
線
２
６
１

ハ
チ
の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て
は
、

事
業
所
・
個
人
に
関
係
な
く
駆
除
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
個
人
の
住
宅

（
物
置
・
車
庫
を
含
む
）
に
限
り
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
承
知
く
だ
さ
い
。

事
業
所
に
つ
い
て
は
、
業
者
を
紹

介
し
ま
す
の
で
、
直
接
駆
除
の
申
込

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
の
際
の
料
金
は
、
事
業
所
負
担

と
な
り
ま
す
。（
駆
除
費
９
０
０
０

円
前
後
）

ま
た
、
農
家
の
D
型
ハ
ウ
ス
、
牛

舎
等
は
事
業
所
扱
い
と
な
り
ま
す
の

で
業
者
へ
駆
除
の
依
頼
を
お
願
い
し

ま
す
。
た
だ
し
、
農
家
の
住
宅
及
び

そ
れ
に
付
随
す
る
物
置
・
車
庫
に
つ

い
て
は
個
人
と
み
な
し
ま
す
。

○
ハ
チ
の
巣
駆
除
業
者

（
株
）
清
水
建
設
（
津
別
町
字
共
和
）

†
76
｜
２
６
７
２

問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
環
境
衛
生
担
当
　

†
76
｜
２
１
５
１
（
内
線
２
１
５
）

◎
関
係
書
類
を
持
参
し
直
接
相
談

す
る
場
合

場
所

北
見
社
会
保
険
事
務
所

（
北
見
市
高
砂
町
２
番
21
号
）

相
談
予
約
　
†
０
１
５
７

｜
33
｜
６
０
０
７

受
付
時
間

月
曜
日

８
時
30
分
〜
19
時

※
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日

火
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜

17
時
15
分

◎
電
話
で
相
談
す
る
場
合

年
金
の
こ
と
全
般
に
つ
い
て
の

相
談†

０
５
７
０
｜
05
｜
１
１
６
５
　

※
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
市
内
通
話

料
金
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

受
付
時
間

月
曜
日
８
時
30
分
〜
19
時

※
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日

火
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜

17
時
15
分

今
年
度
は
、

「
定
着
さ
せ
よ
う
「
安
全
文
化
」

つ
み
取
ろ
う
職
場
の
危
険
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
６
月
１
日
か
ら

６
月
30
日
ま
で
を
準
備
期
間
、
７

月
１
日
か
ら
７
月
７
日
ま
で
を
本

週
間
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

に
お
い
て
経
営
ト
ッ
プ
の
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
、
労
働
者
の
安
全
意
識

の
高
揚
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

等
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
労
働
基
準
監
督
署
（
第
二
課
）

†
０
１
５
７
｜

23
｜

７
４
０
６

重
点
目
標

１
　
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

２
　
二
輪
車
・
自
転
車
の
交
通
事

故
防
止

３
　
全
て
の
座
席
で
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用

４
　
交
差
点
の
事
故
防
止

交
通
安
全
の
意
識
を
一
層
深
め

る
と
と
も
に
、
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
事
故
防

止
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

夏
の
行
楽
期
を
迎
え
、
観
光
、

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
車
を
利
用
し
て
出

か
け
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
と
も

に
、
各
種
産
業
活
動
が
活
発
に
な

り
、
交
通
量
が
増
加
す
る
ほ
か
、

二
輪
車
や
自
転
車
の
利
用
が
増
え

て
、
交
通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
７
月
15
日
か

ら
10
日
間
、
次
の
４
項
目
を
重
点

目
標
と
し
て
「
夏
の
交
通
安
全
運

動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

夏
の
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

住民活動

グループ

†７６－２１５１

◎密漁事件の発生！

５月中、美幌川において、サ

クラマスやヤマベの密漁事件が

発生しています。

◎自動販売機荒らし事件発生！

５月中、美幌町・津別町にお

いて洗車機等のコイン投入部分

が破壊され、現金が盗まれる事件が連続発生しました。

◎銃刀法の改正による猶予期間は７月４日までです！

本年１月５日、銃刀法が改正され刃渡り５・５cm以上

の両刃の刃物（背の部分にも刃がついているもの）が所

持禁止となりました。お持ちの方は警察署などに廃棄

依頼を行ってください。身の回りに該当する刃物や不

要なナイフがありましたら警察にご相談ください。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

網
走
地
方
気
象
台
の
施
設
見

学
会
を
行
い
ま
す

年
金
相
談
は
社
会
保
険
事
務

所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

ハ
チ
の
巣
駆
除
は
個
人
住
宅

の
み
実
施
し
ま
す

平
成
21
年
度
全
国
安
全
週

間
が
実
施
さ
れ
ま
す

献
血
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

河
岸
公
園
な
ど
へ
の
ペ
ッ

ト
連
れ
込
み
は
禁
止
で
す

町
税
の
納
税
通
知
書
は
届
い

て
い
ま
す
か

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆

様
へ

入
林
の
と
き
は
鹿
柵
の
扉

を
閉
め
て
く
だ
さ
い

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」や「
ね
ん
き

ん
特
別
便
」
に
つ
い
て
の
相
談

†
０
５
７
０
｜
05
｜
８
５
５
５

※
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
市
内
通
話

料
金
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

受
付
時
間

月
〜
金
曜
日
　
９
時
00
分
〜

20
時
00
分



ご存知ですか「保険料の免除」

国民年金は20歳になってから40年も

の長い期間に保険料を納めることにな

りますから、その間には様々な事情に

より保険料を納付できない人もでてき

ます。そこで定められた要件に該当す

れば保険料の納付が免除される制度が

あります。

▼障害基礎年金の受給者

障害基礎年金を受給されている方は

届け出を行うと納付が免除されます。

▼経済的に困難な方

本人、配偶者、世帯主それぞれの前

年の所得に応じて、全額免除など四段

階の基準で納付が免除されます。なお、

学生は免除ではなく、「納付特例制度」

があります。

▼退職（失業）された方

原則として、本人、配偶者、世帯主

の前年の所得で審査されますが、雇用

保険の受給資格証や離職票等をご持参

の上ご相談ください。

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151 内線 222

募集方法 一般公募　町民の皆さんから募集します

募集期間 ７月１日（水）～31日（金）

応募方法 愛称名とその理由、住所、氏名、年齢、電

話番号を児童館・中央公民館・役場に備え

付けの応募用紙に記入して応募箱に入れて

ください。はがき、メール、FAXでも受け

付けます。

審　　査 児童館愛称選定委員会が審査します

当選発表 審査終了後、改めて発表します

応募・問い合わせ先

〒０９２－０２３５ 網走郡津別町字幸町６５番地１

「津別町児童館　愛称応募係」宛て

†（FAX）７６－３３０３

e-mail tsubetsu.jidoukan@bz03.plala.or.jp

地域の乳幼児や児童が楽しめる児童館の愛称を募

集します。

※応募に当たっての注意

応募作品は、著作権に触れないものに限ります。ま

た採用された作品の権利は、津別町児童館に帰属する

ものとします。応募者の個人情報は選考のみに使用さ

せていただきます。

受験資格 大学卒　Ｓ57年４月２日～Ｓ63年４月１日

までに生まれた人

高校卒　Ｓ61年４月２日～Ｈ４年４月１日

までに生まれた人

受付期間 平成21年７月13日（月）～８月14日（金）

受付場所 網走支庁管内町村会（郵送可）

試験実施日 平成21年９月20日（日）

試験会場 網走桂陽高等学校

詳しくは北海道町村会ホームページ又は、役場総務

課（†７６－２１５１）までお問い合わせください。

原始を残す知床を始めとして、山・湖沼・海など豊かで多様な自然に囲まれた東オホーツク地域の７市町（網走

市、美幌町、津別町、斜里町、清里町、小清水町、大空町）が共に協力し、地域の宝としての美しい景観を守り育

て、未来へ引き継いでいくため、「東オホーツク広域景観形成推進協議会」を平成2１年３月26日に設立しました。

〈今年の主な取り組み〉

・北海道景観条例に基づく広域景観形成推進地域指定を検討します。

・景観フォーラムを９月に開催します。

１等・前後賞合わせて

賞 金 ３ 億 円 ！

サマージャンボ宝くじ！

発売期間 7月13日（月）～7月31日（金）

抽 選 日 8月11日（火）

この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよい

まちづくりに使われます。

(財）全国市町村振興協会

泳げない小学生を対象にした水泳教室を開催しま

す。みんなで楽しく泳げるようになりましょう。

●対象者 まだ泳ぐことができない小学生

●日　時 ７月28日（火）～８月１日（土）（計５回）

10時30分～12時00分

●場　所 津別町温水プール「すいむ 」

●参加料 ６００円（保険料）

●定　員 ３０人（先着順）

●締切日 ７月１７日（金）

●その他

教育委員会主催の水泳　

教室はこの教室のみで

す。

●申し込み先

中央公民館社会教育課　　

† 76－2713

少年少女水泳教室の参加者募集！

受験資格 平成22年４月１日

現在で24歳未満の方、高等

学校卒業程度

申込受付期間 ７月21日（火）～８月４日（火）

（当日消印有効）

第１次試験・場所 ９月27日（日）釧路市ほか

（札幌市、函館市、小樽市、旭川市）

試験内容 教養試験、学科試験等（受験課程によって

異なります）

試験の詳細や受験案内等について詳しくは下記まで

問い合わせ下さい

問い合わせ先 紋別海上保安部管理課（紋別市港町

５－３－１０）†０１５８－２３－０１１８

ホームページ　http://www.kaiho.mlit.go.jp/

海上保安庁では、次のと

おり海上保安学校学生採用

試験を実施します。

７月17日（金）

～７月26日（日）

夏の交通安全運動夏の交通安全運動

○子どもの交通事故防止

○二輪車・自転車の交通事故防止

○全ての座席のシートベルト・チャ

イルドシートの正しい着用

○交差点の交通事故防止

平成20年度交通安全標語
最優秀賞
「事故は　瞬間　ベルトは　習慣」
現：津別中学校　１年　鹿 中 千 愛さん　 ホームページ

http://www.abashiri.pref.hokkaido.lg.jp/ds/adg/kenshi_matidukuri_kouiki.htm

まだ、定額給付金の手続きをされていない方は役場戸籍年金の
窓口で手続きを行なってください。
定額給付金に関する問い合わせ先

企画財政課地域振興グループ　†７６－２１５１　内線２３８・２４２

受験資格 昭和61年４月２日から平成４年４月１日生まれの方

申込受付期間

○インターネット　

７月21日（火）９時00分から７月28日（火）17時00分まで

http://www.jinji-shiken.jp/moushikomi-s34.html

○郵送又は持参

７月21日（火）～８月４日（火）

下記にて受け付けしております。

試験日 第１次試験　９月27日（日）（教養試験、作文試験）

受験申込用紙請求先・問い合わせ先

法務省札幌入国管理局　〒060－0042 札幌市中央区大通

西12丁目　札幌第３合同庁舎　† 011－261－7502

女性のためのなんでも相談所
相談は無料で、秘密は守られます。相談は、女性の人権擁護委員

が主体となります。お気軽にご相談ください。

日　時 ７月９日（木） １３時３０分～１６時３０分

会　場 北見市常盤町２丁目１－10 北見市民会館　５号会議室

問い合わせ先 釧路地方法務局北見支局　†０１５７－２３－６１６６



※ごみのお持ち帰りにご協力ください！

●活汲小中リコーダー演奏　18：10～18：30

●津別中学校吹奏楽部演奏　18：40～19：00

●つべつ千人おどり　　　 19：30～20：00

●よさこい競演　　　　 20：10～21：00

●花火大会　　　　　　 21：10～21：30

●つべつ観光物産まつり 9：30～15：00

●道産子馬体験試乗会 10：00～随時

●ビーフまつり　 10：30～14：00

●ジャズバンド演奏 10：10～10：40

●山鳴太鼓保存会演奏　10：50～11：20

●つべつ川のぼり大会 11：00～12：00

●HBCラジオ公開録音 12：00～13：30

●町村特産品抽選会　 13：40～13：50

●管内カラオケ選手権　13：40～15：20

●熱血フリーキック●小枝で笛づくり体験

●ちびっ子ゲームコーナーなど

７月４日７月４日 前夜祭前夜祭 ７月５日７月５日 本祭本祭

津別観光協会
つべつ夏まつり実行委員会

主
催

今年も楽しいよ！

つべつ夏まつり

「SHOW ME」が大ヒット！ 「となりのトトロ」や
「さんぽ」などを歌唱！

元オリンピック選手の岩谷高峰（いわ

やなおみね）さんを講師に迎え、グレス

テンスキー講習会を行います。

グレステンスキーは、冬のスキーのトレ

ーニングとして効果的な練習ができます。

たくさんのスキー少年団や一般スキ－愛

好者の方の参加をお待ちしています。

■日程 ７月18日（土） 9：00～16：00 ジュニア対象

７月19日（日） 9：30～12：00 ジュニア対象

13：00～16：00 一般成人対象

■参加料 子ども 2,000円（１日のみの参加の場合は1,500円）

一般　 500円（２時間）

■定 員 子ども　30人、一般　20人　

■申し込み先 中央公民館社会教育課　†76-2713

■その他

・参加者は、ブーツを持参すること。

・参加者は、各自スポーツ傷害保険に

加入すること。

・子ども個人で参加する場合は、必ず

保護者が同行すること。

・チームで参加する場合は、必ず監督又

はコーチが同行すること。

北海道地域再生チャレンジ交付金とは

◎事業実施主体

《地域再生プロジェクト推進協議会》

構成は、津別観光協会他、町内の事

業所や個人・団体の方の参加を得て実

施いたします。今後各種行事への町民

の皆様の参加をお待ちしています。

プロジェクト名　　　自然を生かした「癒しの空間」によるまちづくりプロジェクト

人口減少や高齢化の進行が著しい道内において、地域が抱える様々な地域格差の是正に向けて市町村が住

民などと協働して取り組むプロジェクトを支援するための北海道の支援制度です。

平成２１年度は、全道から１２件のプロジェクトが提案され、単一市町村実施分９件、広域実施分１件の

計１０件のプロジェクトが選ばれ、津別町のプロジェクトもそのひとつとして認められたものです。

◎構成事業の概要【平成２１年度】

◎平成２１年度 内示額 ９,０００千円

◎期　　間 平成２１年度～平成２３年度

◎期待される効果等

①森林セラピー基地の認証により、愛林のまち・癒しの空間体験提供のまちとしてのイメージ形成が図ら

れ滞在型観光入込数の増加とふれあい機会の増大を図ります。

②森林セラピー指定による専門的知識者の確保と地域の人材育成の促進を図ります。

③地場産品の認知度と消費拡大を図ります。 ④定住型移住者の増加期待　　⑤交流人口の増加期待

問い合わせ先

役場　企画財政課地域振興グループ　
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